









































38 名（有効回答率 95%）から回答を得た。育成プログラムは 23 名（60.5%）が必要と、ま
た 22 名（57.8%）が育成プログラムがあれば参加したいと回答した。教育方法・教育心理・
臨地実習指導方法・臨地実習評価法などの研修を受けたいと答えている。 
 臨地実習での効果的な学びのためには臨地実習指導者による指導内容や質を標準的かつ
統一的なものにしなければならない。また日々の業務の中で臨地実習指導の意義を指導者
自身が認識し、その責務を全うするためにも育成プログラムは必須である。専門職団体で
ある（公社）兵庫県歯科衛生士会と共同で臨地実習指導者育成プログラムの作成を試みた
いと考えている。 
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